
プロファイル

・会計データのアウトプットが帳票のみであり、関連証憑と併せて管理し
たい。

・監査法人からの経理確証の要求に迅速に対応したい。

・伝票入力の二度手間の負担を解消し、年々負荷が増していた総務部全般
の業務を効率化させたい。

・ホストコンピュータの利用時間に縛られず業務を遂行したい。

・請求書・売上報告書等の関連証憑を PDF 化し、『PCA eDOCX』によって振替伝
票に紐づけすることで管理業務を効率化。

・『PCA eDOCX』で連携された経理確証を『PCA 会計 X』で素早く確認。監査法人
側から見ても、監査しやすい環境に。

・『PCA 会計』の自動仕訳機能によって入力作業を簡素化、また、『PCA 会計』
『PCA 商魂』『PCA 商管』を連携させて入力業務を効率化。

・ネットワーク環境により、他部署でも経理入力が可能に。メンテナンスも容易
にでき、稼働時間を気にせずに業務を行える。

導入効果

導入システム

導入の狙い

株式会社 エスシー・カードビジネス

株式会社 エスシー・カードビジネス
□所在地︓〒105-0022 東京都港区海岸 1丁目 2番 20号
□設立︓1983年 4月
□資本金︓14億 3千万円
□従業員数︓49名
□主業種︓保険代理店、広報物作成、通信販売
□業務内容︓保険代理店、メディア制作、通信販売、チケット販売、
                 旅行、広告代理店、催事

・PCA 会計Ｘ with SQL （20CAL）   ・PCA 商魂 X with SQL （2CAL）
・PCA 商管Ｘ with SQL （2CAL）   ・PCA 減価償却 V.3 with SQL （2CAL）

『PCA eDOCX』によって
会計データと経理確証を紐付け。
監査法人との迅速なリレーションを強化

株式会社エスシー・カードビジネスは、大手クレジットカード会社のグループ企業として、保

険・旅行・通信販売など幅広い事業を展開している。「信用」を取り扱う企業のため、会計業務

には確実性が求められ、監査法人との緊密なリレーションも必要だ。そこで利用されているの

が『PCA eDOCX』だ。証憑をデータ化することで、よりレベルの高い信頼性の確保を実現して

いる。『PCA eDOCX』の良き成功事例を紹介する。

オフィス内風景

PCA 導入事例
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デスクの上でユーザー追加などを行え
ます。仮にシステム会社に依頼していた
ら、費用が発生する内容でしょうが、こ
れらを社内でメンテナンスできる点は
大きいです」（田川氏）

PCAのシステム導入以降、以前のよう
な土日出勤の頻度は極端に減ったと語
る同社総務部。部署の人員が以前より減
っているにも関わらず、問題なく業務を
遂行できている。この点については両氏
とも次のような見解で一致している。
「人員を補充することなく業務を遂行

できているのは、総務業務の見直しも当
然行いましたが、それ以上に PCAソフト
の導入が大きく功を奏した結果だとと
らえています」

PCAソフトの特徴を巧みに活かした
業務を実現している同社総務部。今後も
さらなる工夫を重ねて業務のスマート
化を進め、同社の事業をより力強くバッ
クアップしていきたいそうだ。

○PCAソフト導入によって、減
   った人員分の業務もカバー

今後の課題と展望

分に対応できています。閲覧について
は、『PCA会計 8V.2』に比べると、遅くな
った感じは受けますが、1度開くとその
後はスムーズに開くので、特に大きなス
トレスは感じていません」（上塚氏）

PCA eDOCX

◆e-文書法に対応した、PCA初の基
幹業務連動型文書管理システム

◆『PCA Xシリーズ』に標準搭載

◆『PCA Xシリーズ』との完全連動

◆同時 100ユーザーまでの利用を
想定（SQL Server Expressを利
用）

◆『PCA eDOCX』の文章を伝票や
帳票に紐付ける『eCLIP機能』を搭
載。さらにＸシリーズから『PCA 
eDOCX』へのアップロードも可能

同社は『PCA eDOCX』だけに限らず、
PCA製品の特長を上手につかみ、実際の
業務へ有効に反映させている。例えば日
常的に使っている振替伝票入力では、メ
モ機能付きのフセンを利用しており、

「後からフセンの種類を選んで、その帳
票だけ絞り込んで出力できるのが便利」
だと上塚氏は評価している。また、全角
で 128字の文字入力ができる摘要機能
については、「よく使う摘要文はあらか
じめ登録できます。例えば仕訳修正で金
額が合わなかったときに、この摘要から
検索できます。PCAソフトの検索機能は
非常に使いやすいですね」（上塚氏）

管理資料の作成も容易になった。以前
のホストコンピュータを利用したシス
テムでは、会計データを Excel®データ
などに変換できなかったが、『PCA会計
X』では簡単に変換でき、総勘定元帳や部
門別一覧表、決算書などを非常にスピー
ディーに作成できるようになった。

ネットワーク環境への移行も、大きな
意味をもたらしたと田川氏は語る。
「スタンドアロンからネットワークへ

移行したときに、一番問われるのは管理
面だと思います。PCAのネットワークは
システムのプロでない私でも管理が可
能です。サーバールームに入らなくても
　

○システムのプロでなくても管
   理できるネットワーク環境




